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四．単元の指導計画・評価計画

指導事項 １年Ｂエ 書いた文章を読み返し、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、読みやすく分かりやすい文章にすること。

単元の評価規準 ○問題点を含んだ文や文章および自分の書いた紹介文を読んで、表記や語句の用法などを書き直そうとしている （国語への関心・意欲・態度）。
○目的や相手に応じた内容の分かりやすさを理解し、相手にとって分かりやすい文章に書き直そうとしている （国語への関心・意欲・態度）。
○問題点を含んだ文や文章および自分の書いた紹介文を読んで、推敲箇所を指摘し、適切に書き直している （書く能力）。
○推敲の観点を理解し、他の意見や他の文章のよいところも参考にして、自分の書いた文章を、目的や相手に応じた分かりやすい文章に書き直している （書く能力）。

配 具体の評価規準 学習活動（言語活動） 指導上の留意点 （関心・意欲・態度） （話す・聞く、書く、読む、知識・理解・技能）
時 〈評価の方法〉 期待する姿 おおむね満足できる状況【Ｂ】 十分満足できる状況【Ａ】

１ 関：推敲の観点に基づき、例 １学習のねらいや流れを確認す ・例文の問題点を数多く探そ
文の問題点を考えようと る。 うとしている。
している。 〈学習計画〉
〈様相チェック〉

２問題点を含んだ例文を提示し ・生徒に気付かせたい問題点 ・それぞれの例文の問題点を指 ・それぞれの例文の問題点を指、
、 。 、 。書：例文の推敲箇所を指摘し 推敲箇所を赤ペンで書き直す を意図的に含んだ例文を提 摘している。 摘し 正しく書き直している

適切に書き直している。 〈ワークシート１〉 示する。
〈ワークシート１分析〉

１ 書：自分の紹介文の表記面に ３表記面の問題を含んだ作文で ・原稿用紙に書かれた共通の ・推敲の観点に基づき、自分の ・自分の紹介文の表記面におけ
ついて推敲の観点を理解 推敲の練習をする。 作文を提示する。 紹介文の表記面における問題 る問題点に気付き、推敲の観
し、正しく書き直してい 〈ワークシート２〉 点に気付き、修正している。 点をとらえて適切に修正して
る。 いる。
〈ワークシート２分析〉 ４自分の紹介文をワークシート ・事前に書いた紹介文を使う
〈紹介文の推敲分析〉 １の観点から推敲する。その （小学校６年生対象の中学

後、友人と交換して確認し合 校説明会で学校生活につ
う 〈紹介文〉 いて紹介する原稿）。

１ 書：書いた紹介文を読み合い ５今回の紹介文の条件に合った ・対照的な二つの紹介文を提 ・友人の書いた紹介文の分かり ・友人の書いた紹介文の分かり、
目的や相手に応じた内容 分かりやすさの要素を知る。 示して分かりやすさの要素 やすさについて適切な助言を やすさについて適切な助言を

、 。本 の分かりやすさについて 〈紹介文の例〉 に気付かせ、相互批正の仕 している。 し 具体的な例を示している
時 理解している。 方のモデルを示す。

〈ワークシート３分析〉 ６同じテーマのグループで紹介 ☆Ｃの状況の生徒への手だて
〈様相チェック〉 文を読み合い、分かりやすさ ・付箋を２色用意して、よい 具体的な助言の仕方の例をプリントにして提示する。

について、よい点と改善点を 点と改善点で色分けさせ
指摘し合う。 る。
〈ワークシート３〉

１ 書：伝えたい事実や事柄が、 ７自分の紹介文のよさと改善点 ・分かりやすさの要素に基づ ・分かりやすさの観点から受け ・分かりやすさの観点から受け
相手に応じて適切で効果 を整理する。 いて付箋を分類させる。 た助言をもとに、自分の紹介 た助言に自分の判断も加えて
的に表現されているか吟 〈ワークシート４〉 文の改善点を修正している。 自分の紹介文の改善点を修正
味している。 している。
紹介文の最終推敲分析 ８７をもとに自分の紹介文に最〈 〉

終推敲を加える。
〈紹介文〉

関：文章の分かりやすさつい ・相手に応じて分かりやすい
て学習したことを自分の ９学習の振り返りをする。 文章に推敲するための観点
文章に生かそうとしてい 〈ワークシート４記述〉 を理解し、それを今後の学
る。 習に生かそうとしている。

〈 〉ワークシート４記述分析



五 本 時 平 成 二 十 年 十 月 一 日 （ 水 ） 五 校 時 図 書 室 （ ３ ／ ４ ）

１ 本 時 の 具 体 の 評 価 規 準 ・ 評 価 方 法

書 い た 紹 介 文 を 読 み 合 い 、 目 的 や 相 手 に 応 じ た 内 容 の 分 か り や す さ に つ い て 理 解 し て い る 。

〈 ワ ー ク シ ー ト ３ 分 析 〉 〈 様 相 チ ェ ッ ク 〉

２ 資 料 等
① カ ー ド ・ 掲 示 プ リ ン ト （ ② 全 体 用 ・ ③ 各 班 用 ） ・ ④ ワ ー ク シ ー ト ３

３ 本 時 の 指 導 計 画 ・ 評 価 計 画

過 程

学 習 活 動 ・ 内 容

主 な 言 語 活 動

指 導 上 の 留 意 点 資 料

Ａ の 状 況 ・ Ｂ の 状 況

Ｃ の 状 況 の 生 徒 へ の 手 立 て

形 態

配 時

( 分)

導 入
展 開

ま と め

１ 前 時 の 学 習 を 振 り 返

り 、 本 時 の 目 標 を 確 認 す

る 。

め あ て
分 か り や す い 紹 介 文 に す る た

め に ア ド バ イ ス し 合 お う 。

２ 小 学 校 ６ 年 生 に 、 分 か

り や す い 紹 介 文 と は 、 ど

の よ う な も の か 予 想 す

る 。

３ ア ド バ イ ス を す る 観 点

を 確 認 す る 。

４ グ ル ー プ ご と に 読 み 回

し を し て 、 ア ド バ イ ス の

内 容 を 付 箋 に 書 き ワ ー ク

シ ー ト ３ に 貼 ら せ る 。

５ 本 時 の ま と め ・ 次 時 の

予 告 を 聞 く 。

○ 作 文 テ ー マ 別 に 、 ６

グ ル ー プ に 分 け て お

く 。

（ 部 活 動 ・ 自 然 教 室 ・ 服

装 ・ 体 育 大 会 ・ 授 業 ・

定 期 考 査 ）

○ 自 分 が 工 夫 し た 点

を 発 表 さ せ る 。 出 た 項

目 を 掲 示 す る 。

○ 二 つ の 例 文 を 掲 示

し 、 分 か り や す さ の 要

素 を 確 認 す る 。

（ 掲 示 プ リ ン ト ）

○ 自 分 の 書 い た 紹 介

文 の 課 題 を 発 見 し や

す い よ う に 、 付 箋 の 色

を 「 よ い 点 」 と 「 改 善

点 」 で 分 け 、 貼 ら せ る 。

○ 次 時 は 、 ワ ー ク シ ー

ト ３ に 貼 ら れ た 付 箋

を 基 に 自 分 の 文 章 の

改 善 す べ き 内 容 に つ

い て 考 え 、 ワ ー ク シ ー

ト ４ に 記 入 す る こ と

を 伝 え る 。

①
②

③
④

Ａ 友 人 の 書 い た 紹

介 文 の 分 か り や す

さ に つ い て 適 切 な

助 言 を し 、 具 体 的 な

例 を 示 し て い る 。

Ｂ 友 人 の 書 い た 紹

介 文 の 分 か り や す

さ に つ い て 適 切 な

助 言 を し て い る 。

Ｃ の 状 況 の 生 徒 へ の 手 だ て

具 体 的 な 助 言 の 仕 方

の 例 を プ リ ン ト に し

て 提 示 す る 。

一 斉
一 斉

グ ル ー プ

個 人

２
1
5

3
0

３

・ 相 手 （ 小 学 校 ６ 年 生 ） に 理 解 で き る 言 葉

・ 中 学 校 生 活 の 場 面 や 様 子 の 詳 し さ

・ 小 学 校 生 活 と の 比 較 等

・ よ い 点

・ 改 善 点


